
はじめに
このたびは、P-touch 1500pcをお買い上げいただきありがとうございます。
本機はパソコンと接続して用いることにより、オリジナルラベルを簡単に作成できるラベル作成
専用プリンタです。
本書はお使いになるための注意事項や簡単な操作方法を記載しています。ご使用になる前に必ず
本書をお読みの上、正しくお使いください。
本書はお読みになった後も大切に保管し、いつでも手にとって見ることができるようにしてくだ
さい。

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技
術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオ
やテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱
説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

● 本書の内容は将来予告なしに変更することがあります。
● 本書の内容の一部または全部を無断で複写、転載することは禁じられています。
● 本書の内容は万全を期して作成いたしましたが、万一不審な点や誤りなどお気づきの点がありま
したらご連絡ください。

● 万一、本機や本機で作成したラベルを使用したこと、および故障・修理などによりデータが消え
たり変化したことで生じた損害や逸失利益、または第三者からのいかなる請求につきましても、
当社では一切その責任を負えませんので、あらかじめご了承ください。

・ 著作権の対象となっている著作物は、個人的または家庭内、その他これに準じる限られた範
囲内で使用する場合を除き、作者に無断で使用することは法律で禁止されています。

・ IBMとPC-DOS®はInternational Business Machines Inc.の商標です。
・ Microsoft Windows®は米国Microsoft Corp.の登録商標です。
・ Apple、Macintosh、TrueType®は米国Apple®社の商標です。
・ その他記載したソフトウェア名、商品名、製品名は、一般に開発元各社の商標または登録商
標です。



安全上のご注意
本製品をお使いいただく方や他の人々への危害、財産への損害を未然に防ぐため、必ずお守りい
ただきたい安全に関する重要な注意事項について、いろいろな絵表示をしております。表示と意
味は次の通りです。

警告 この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危険
が発生する可能性が想定される内容を示しています。

注意 この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性および物
的損害のみが発生する可能性が想定される内容を示しています。

本書で使用している絵表示

特定しない禁止
事項

分解してはいけ
ません

水に濡らしては
いけません

火気を近づけて
はいけません

特定しない義務
行為

A C アダブタを
抜いてください

アースをつなが
ないでください

特定しない危険
通告

感電の危険があ
ります

火災の危険があ
ります

警告

ACアダプタについて
・ 本機専用のACアダプタ（AD-500）以外は使用しないでください。火災・感電・故
障の原因になります。

・ ACアダプタを使用される場合は、指定された電圧（100V）以外の電圧で使用しな
いでください。火災・感電・故障の原因になります。

・ A C アダプタのコードを傷つけたり、加工しないでください。また、家具などの重
いものを乗せたり、無理に曲げたり、引っ張ったりしないでください。火災・感電
の原因になります。

・ 濡れた手でACアダプタ、電源プラグに触れないでください。感電の原因になります。

異物が本機に入ったとき
万一異物が本機の内部に入った場合は、速やかに本機の電源スイッチを切り、AC
アダプタをコンセントから抜いて、「お買い上げの販売店またはサービスセン
ター」にご連絡ください。そのまま使用すると、火災・感電・故障の原因になりま
す。

水に濡らさないでください
コーヒーやジュースなどの飲み物、花瓶の水などを本機にかけないでください。火
災・感電・故障の原因になります。万一こぼした場合は、速やかに本機の電源ス
イッチを切り、A C アダプタをコンセントから抜いて、「お買い上げの販売店また
はサービスセンター」にご連絡ください。



分解しないでください
本機を分解、改造しないでください。火災・感電・故障の原因になります。内部の
点検・調整・修理は「お買い上げの販売店またはサービスセンター」にご依頼くだ
さい。（お客様による分解・改造により故障した場合は、保証期間内でも有料修理
となります。）

落としたり、強い衝撃を与えないでください
本機を落とす、踏むなどの強い衝撃を与えると破損することがあります。そのまま
使用すると火災・感電の原因になります。破損したときは、速やかに本機の電源ス
イッチを切り、A C アダプタをコンセントから抜いて、「お買い上げの販売店また
はサービスセンター」にご連絡ください。

異常状態で使用しないでください
煙が出ている、変な臭いがするなどの異常状態で使用しないでください。火災・感
電・故障の原因になります。速やかに本機の電源スイッチを切り、A C アダプタを
コンセントから抜いて、「お買い上げの販売店またはサービスセンター」にご連絡
ください。お客様による修理は危険ですから絶対に行わないでください。

袋をかぶらないでください
本機が入っていた袋は、お子様がかぶって遊ばないように、手の届かない所に保管
または廃棄してください。かぶって遊ぶと窒息の恐れがあります。

注意

ACアダプタについて
・ 長時間ご使用にならないときは、安全のために必ずA C アダプタを本体とコンセン
トから抜いて保管してください。

テープカッターについて
テープカッターには直接手を触れないでください。けがをする危険があります。

設置・保管場所について
・ ぐらついた台の上や高い棚の上など不安定な場所に置かないでください。倒れたり
落下して、けがをする恐れがあります。

・ 本機の上に重い物を置かないでください。バランスが崩れて倒れたり、落下してけ
がをする恐れがあります。



その他使用上のご注意
本書に記載されていない操作は行わないでください。事故や故障の原因になることがあります。

P-touch 1500pcについて
・ TZマーク（ ）のついている専用テープカセット（6～24mm幅）をご使用ください。
・ 本機のお手入れには、シンナー、ベンジン、アルコールなどの揮発性の溶剤を使わないでくだ
さい。塗装はげやキズの原因になります。

・ 汚れは柔らかい乾いた布で拭き取ってください。
・ 直射日光のあたる場所、火器・暖房器具の近くなど温度の極端に高い場所や低い場所、湿気や
ほこりの多い場所での使用、保管は避けてください。使用温度範囲は、10℃～35℃です。

・ ゴムやビニールを長期間本機の上におかないでください。
・ テープ出口やACアダプタジャック部、USBジャック部に物を入れたり、ふさいだりしないでく
ださい。

・ 印刷ヘッド周辺の金属部には触らないでください。印刷ヘッド周辺の金属部は作動中、大変熱
くなります。電源スイッチを切っても、しばらくは熱くなっていますので注意してください。

・ カッターには触らないでください。カッターを触るとケガをする恐れがあります。テープの交
換でカバーを開けたときなどは、特に注意してください。

・ 本製品には必ず専用のACアダプタを使用してください。また専用のACアダプタを他の製品に
使用することはできませんのでご注意ください。

・ 長期間使用しないときは、コンセントからACアダプタを抜いて保管してください。

テープについて
・ TZマーク（ ）のついている専用テープカセット（6～24mm幅）をご使用ください。
・ テープを引っ張らないでください。テープカセットが壊れる原因になります。
・ テープを貼り付ける面が濡れていたり、埃・脂で汚れている場合には、テープがはがれやすく
なることがあります。あらかじめ清掃した後、テープを貼り付けてください。

・ 被着体の材質、表面状態、凹凸、曲面、環境条件等によって、テープの一部が浮いたり、はが
れたりすることがあります。

・ 特別に接着強度・安全性が必要な条件下で使用する場合は、あらかじめ目立たない場所で確
認・試験をした後、使用してください。

・ テープを屋外で使用する場合は、紫外線・風雨等の影響でテープの色褪せが生じたり、テープ
の端部が浮いたりすることがあります。

・ 油性あるいは水性ペンなどで書かれた上に直接テープを貼り付けると、インクが透けて見えて
しまうことがあります。2枚重ねて貼り付けるか、濃い色のテープを使用してください。

・ 使い終わったテープカセットのご使用や、テープカセットをセットしないで印刷を行なうこと
はおやめください。印刷ヘッドの故障の原因になります。

・ テープカセットは、直射日光・高温多湿・ほこりを避けて、冷暗所で保管してください。また
開封後は、できるだけ早めにお使いください。

・ なお、これらによって生じた損害等については、責任を負いかねますのであらかじめご了承く
ださい。

CD-ROMについて
・ 傷を付けないように注意してください。
・ 極端に高温、あるいは低温の場所に置かないでください。
・ 重い物を乗せたり、力を加えないでください。
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P-touch Quick Editorの起動

パソコンにP-touch Quick Editorをインストー
ルする際に、デスクトップ、スタートメ
ニュー、タスクトレイにP-touch Quick Editor
のショートカットを追加することができます。

Windowsの場合

･ スタートメニューのショートカットから起動
する場合

� パソコンが立ち上がるときに、自動的にP-
touch Quick Editorも起動します。

･ デスクトップ上のショートカットから起動
する場合

� デスクトップ上の「P-touch Quick
Editor」アイコンをダブルクリックしま
す。

･ タスクトレイのショートカットから起動する場合

� タスクトレイの「P-touch Quick
Editor」アイコンをダブルクリックしま
す。

･ ショートカットを追加していない場合

1 タスクバーのスタートボタンをクリック
し、スタートメニューを表示させます。

2 「プログラム」を選択します。

3 「P-touch Quick Editor」をクリックし
ます。

P-touch Quick Editorが起動すると、レイ
アウト画面が表示されます。

➜参照�参照�参照�P-touch Quick Editorを非表示にす
るときは、ツールバーの右上の非表
示ボタンをクリックします。

Macintoshの場合

･ Macintoshにインストールされた「P-
touch Quick Editor」フォルダの中の
「P-touch Quick Editor」アイコンを
ダブルクリックします。

P-touch Quick Editorが起動すると、レイ
アウト画面が表示されます。

ツールバー

レイアウト
ビュー

ツールバー

レイアウト
ビュー

P-touch Quick Editorの起動と基本画面
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➜参照�参照�参照�「テキスト設定」プロパティは[プ
ロパティ表示]からも表示すること
ができます。レイアウトビュー
（またはテキストボックス）上で
Windowsの場合は右クリック、
Macintoshの場合はコントロール
キーを押しながらクリックし、表
示されたメニューの[プロパティ表
示]から[テキスト設定]をクリック
します。

3 「テキスト設定」プロパティで、テキスト
のフォーマットを選択します。

4 レイアウトビューをクリックし、文字を入
力します。

➜参照�参照�参照�印刷するときに、ラベルにどのよう
に印刷されるかを確認しながらテキ
ストを入力したいときは、レイアウ
トビューにします。表示切換ボタン
（  ）をクリックすると、テキ
ストボックス表示に切り換わりま
す。

テキストの取り込み

他のアプリケーションで入力したテキストを、
簡単にラベルに取り込むことができます。
1 他のアプリケーションで入力した文字を選
択します。

2 他のアプリケーションから、指定されてい
るショートカットキーを押す（Windowsの
み）、またはドラッグしてラベルにテキス
トを取り込みます。

➜参照�参照�参照�（Windowsのみ）文字を取り込む
ときに使用するショートカット
キーは、オプション画面で選択す
ることができます。レイアウト
ビュー（またはテキストボック
ス）上で右クリックし、表示され
たメニューの[オプション]をク
リックします。オプション画面が
表示されたら、テキストの取り込
み用のショートカットキーを選択
します。

ラベルサイズの設定

文字を入力する前に、ラベルのサイズを設定し
ます。レイアウトで必要なラベルのサイズを選
択することができます。

1 プロパティボタン (  )  の右側の矢印を
クリックし、ドロップダウンメニューを表
示させます。

2 [テープ設定]をクリックし、「テープ設
定」プロパティを表示させます。

➜参照�参照�参照�「テープ設定」プロパティは[プロ
パティ表示]からも表示することが
できます。レイアウトビュー（ま
たはテキストボックス）上で
Windowsの場合は右クリック、
Macintoshの場合はコントロール
キーを押しながらクリックし、表
示されたメニューの[プロパティ表
示]から[テープ設定]をクリックし
ます。

3 「テープ設定」プロパティが表示された
ら、ラベルのフォーマットを選択します。

➜参照�参照�参照�ラベルのサイズは、長さと幅をそれ
ぞれ設定することもできます。ま
た、レイアウト画面の端をドラッグ
してサイズを調整することもできま
す。

テキストの入力

入力するテキストのフォント、サイズ、スタイ
ル、配置を設定することができます。また、入
力したテキストに枠を付けることもできます。

1 プロパティボタン（  ）の右側の矢印を
クリックし、ドロップダウンメニューを表
示させます。

2 [テキスト設定]をクリックし、「テキスト
設定」プロパティを表示させます。

P-touch Quick Editorの簡単な操作例
P-touch Quick Editorはより簡単でシンプルなラベルをデザインするときに便利です。ツールバーのメ
ニューの他に、Windowsの場合は右クリック、Macintoshの場合はコントロールキーを押しながらクリッ
クすると、ポップアップメニューが表示されます。使い方の詳細は「ヘルプ」をご覧ください。
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テキスト履歴一覧の使用

印刷したテキストを10個まで自動的に保存しま
す。

1 テキスト履歴ボタン（  ）をクリック
し、テキスト履歴一覧を表示させます。

2 テキストをクリックします。

➜参照�参照�参照�テキスト履歴一覧のテキスト履歴
は、テキストを入力して印刷する
ごとに古いテキスト履歴は削除さ
れ、新しく入力したテキストに置
き換わります。

記号の挿入

フォントとしてインストールされた記号を、入力
したテキストの前に挿入することができます。
1 （Windows）レイアウトビュー（またはテ
キストボックス）上で右クリックし、表示さ
れたメニューから[記号]を選択して[挿入／変
更]をクリックします。記号入力画面が表示
されます。
（Macintosh）レイアウトビュー（または
テキストボックス）の中で、コントロール
キーを押しながらクリックし、表示された
メニューから[記号]を選択して[挿入／変更]
をクリックします。記号入力画面が表示さ
れます。

2 「記号フォント名」一覧から入力したい記
号フォントを選択します。

3 「記号一覧」から使用したい記号を選択しま
す。

4 ＜OK＞ボタンをクリックします。テキスト
の前に、記号が入力されます。

➜参照�参照�参照�既に記号が存在する場合は、新し
く選択した記号に置き換えられま
す。

背景色の変更

レイアウトの背景の色をお好みの色に変えるこ
とができます。
･ （Windows）レイアウトビュー（またはテ
キストボックス）上で右クリックし、表示さ
れたメニューから[背景色]を選択して、色候
補一覧から使用したい色を選択しクリックし
ます。
（Macintosh）レイアウトビュー（またはテ
キストボックス）上で、コントロールキーを
押しながらクリックし、表示されたメニュー
から[背景色]を選択して、一覧から使用した
い色を選択しクリックします。
➜参照�参照�参照�一覧で表示される色以外の色を選択

するときは、[背景色]の[ユーザー
設定]を選択し、色の作成画面を表
示させます。色の作成をしたら＜
OK＞ボタンをクリックします。

レイアウトビューの表示位置

長いラベルを作成すると、レイアウトビュー全
体が画面に入りきらない場合があります。整列
ボタン（  ）をクリックすることで、レイア
ウトビューの表示位置を「左寄せ」、「中央寄
せ」、「右寄せ」に切り替えてテキストを確認
することができます。
➜参照�参照�参照�レイアウトビュー（またはテキスト

ボックス）とツールバーが離れてい
るときにクリックすると、ドッキン
グします。
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印刷する

ラベルを印刷する前に、印刷の設定を確認します。

1 印刷ボタン（  ）の右側の矢印をクリッ
クし、ドロップダウンメニューを表示させ
ます。

2 （Windows）[オプション印刷]をクリック
します。オプション印刷画面が表示されま
す。

（Macintosh）[印刷]をクリックします。
オプション印刷画面が表示されます。

➜参照�参照�参照�Macintoshは、印刷ボタンをク
リックするだけでオプション印刷
画面が表示されます。

3 印刷の設定をします。

カットマーク：カットマーク（：）を印刷
するかどうかを設定します。カットマーク
を印刷すると、印刷後簡単に切り離すこと
ができます。

ミラー印刷：テープの開始位置を基準にし
て、対称になるように印刷したいときに設
定します。透明テープを使用し、ガラス等
の内側に貼り付けるときに使用します。

部数：何枚か同じラベルを連続して印刷す
るときに設定します。

4 （Windows）＜OK＞ボタンをクリックします。

（Macintosh）<印刷>ボタンをクリックし
ます。レイアウトが印刷されます。

（Windows）印刷を開始します。

1 印刷ボタン（  ）をクリックする、また
は印刷ボタンの右側の矢印をクリックし、
表示されたドロップダウンメニューの[印
刷]をクリックします。

2 印刷の設定をします。

3 ＜OK＞ボタンをクリックします。

P-touch Quick Editorを非表示
／表示させる（Windows®のみ）

P-touch Quick Editorは非表示ボタン（  ）
をクリックして非表示にすることができます。
再度表示させるには、タスクバーの右側の、タ
スクトレイ内の「P-touch Quick Editor」アイ
コンをクリックします。

P-touch Quick Editorを終了する

･ （Windows）以下の2つの方法があります。
� タスクバー右側のタスクトレイの「P-
touch Quick Editor」アイコンを右ク
リックし、表示されたメニューの[終了]
をクリックします。

� レイアウトビュー（またはテキストボッ
クス）上で右クリックし、表示されたメ
ニューの[終了]をクリックします。

（Macintosh）以下の2つの方法がありま
す。
� [ファイル]メニューの[終了]をクリック
します。

� レイアウトビュー（またはテキストボッ
クス）上で、コントロールキーを押しな
がらクリックし、表示されたメニューの
[終了]をクリックします。
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ラベルスティックの使い方
印刷したラベルの裏紙がはがれにくいときは、ラベルスティックを利用すると簡単にはがすことが
できます。

1 印刷したラベルを左手に持ち、右手でラベルスティッ
クを持ちます。

2 ラベルスティックの穴にラベルを半分入れます。

3 印刷された面を上にして、ラベルスティックをイラス
トのように回して引っ張ります。

ラミネート・セキュリティ・マットテープ以外
のテープを、ラベルスティックを使って裏紙を
はがすと、印刷した文字が消えることがありま
す。

➜参照�参照�参照�テープの種類によっては、テープの裏紙に
はがしやすいように切り込みが入っています
ので、ラベルスティックを使用せず、切り
込みにそってはがしてください。

ラベルの印刷
1 P-touch 1500pcの電源をONし、パソコンを起動させます。

2 P-touch Quick EditorまたはP-touch Editor Ver.3.2を起動させます。P-touch Editor Ver.3.2
の場合、プリンタドライバは必ずPT-1500PCを選択してください。（P-touch Quick Editorの
場合は自動的にPT-1500PCになっています。）

3 ラベルをデザインします。

4 ＜印刷＞ボタンをクリックします。データが送信されて
いる間は、P-touch 1500pcのLEDランプは点滅してい
ます。ラベルが印刷された後、＜テープカット＞ボタン
を押してラベルを切ります。

➜参照�参照�参照�ラベルを複数枚印刷する場合に、途中で印刷
が止まり、自動的に印刷ヘッドを冷却するこ
とがあります。（LEDランプは点滅しま
す。）故障ではありませんので、印刷が再開
するまでしばらくお待ちください。

テープ送りをするときは、＜ON/OFF／テー
プ送り＞ボタンを数秒間押してください。
短く押すと電源が切れますのでご注意くださ
い。
カットマーク（：）を印刷したときは、ハサ
ミ等でカットマーク（：）に沿ってテープの
余白を切ってください。左右の余白が均等に
なります。
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綿棒

綿棒

ローラー
（清掃部分）

お手入れの仕方
印刷ヘッド・ローラーの掃除
印刷ヘッド・ローラーの汚れにより、印刷されたラベルに横線が入ることがあります。以下の手順
に従って、印刷ヘッド・ローラーを掃除してください。

印刷ヘッド

印刷ヘッド
（清掃部分）

1 P-touch 1500pcの電源をOFFにし、ACア
ダプタをコンセントから抜きます。

2 カバーの 部分に指をかけ、カバーを上へ
開きます。

3 テープカセットがセットされている場合は
取り外します。

4 綿棒を使って印刷ヘッドおよびローラー
（アミかけ部分）を掃除します。

プリンタの内部にはカッターがあり
ます。掃除のときには手を触れない
よう、十分に気を付けてください。

また、印刷直後は印刷ヘッド周辺の
金属部が熱くなっていることがあり
ます。火傷に注意してください。

5 掃除が終わったらテープカセットをセット
し、カバーをしっかりと閉めます。

※ ヘッドクリーニングカセット（TZ-CL4
（別売））をお買い求めいただきますと、
より簡単に掃除することができます。

クリーニングテープ（別売）の使い方

1 クリーニングカセット（TZ-CL4 (別売)）を本体へセットします。
「テープカセットの交換」（P.２～P.3）を参照してください。

2 ＜ON/OFF／テープ送り＞ボタンを数秒間押し、テープ送りを１～２回行ってください。
短く押すと電源が切れますのでご注意ください。

➜参照�参照�参照�クリーニングテープの詳しい使い方は、クリーニングテープの取扱説明書を参照してく
ださい。



33

テープカッター刃の清掃

テープをカットし続けると、テープの粘着材
がカッター刃に付着して、切れ味が悪くなっ
たり、テープづまりを起こしたりする可能性
があります。1年に1度程度、市販の綿棒にア
ルコールをつけてカッター刃を拭いてくださ
い。

カッター刃に直接手を触れないでく
ださい。けがをする危険がありま
す。

綿棒

カッター刃
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LEDランプの状態

点灯

数回点滅

はやく点滅

点滅（消灯が長い）

ゆっくり点滅

P-touchの状態および対処方法

･ P-touchは正常な状態で、受信待機状態です。

･ P-touchは正常な状態で、パソコンからデータを受信していま
す。

･ 通信エラーが発生しました。→＜ON/OFF／テープ送り＞ボタン
を押してP-touch 1500pcの電源を一旦OFFし、再度電源をONし
直してください。

･ 印刷中に＜テープカット＞ボタンを押してしまいました。→再度印
刷し直してください。

･ EEPROMエラーが発生しました。→お買い上げの販売店にご相談
ください。

･ 印刷ヘッドを冷却しています。→印刷が始まるまでしばらくお待ち
ください。

問題

印刷できない。
書き込みエラー
が表示される。

印刷中、縞模様の
テープが出てき
た。

LEDランプが点灯し
ない。

印刷したテープに線
が入ってしまう。

原因

･ 電源が入っていない。
･ 接続ケーブルの接続がゆ
るんでいる。

･ テープカセットが正しく
装着されていない。

･ 印刷先ポートが正しくな
い。

テープがなくなった。

ACアダプタがしっかり接
続されていない。

印刷ヘッドかローラーが汚
れている。

対応策

電源、接続ケーブル、テープカセットなど
を確認してください。
プリンタドライバのプロパティの印刷先
ポートがPTUSBに設定されているかを確
認してください。

新しいテープカセットを装着し、再度印刷
を行ってください。

ACアダプタを確認してください。直らな
い場合は販売店にご連絡ください。

「印刷ヘッド・ローラーの掃除」（32
ページ）を参照して掃除してください。

トラブルシューティング

P-touch本体の状態

電源ON/OFFのLEDランプの動作により、P-touch 1500pcの状態を知ることができます。

P-touchにエラーが発生したら

P-touch本体に何らかの問題が生じたと思われるが、LEDランプによるメッセージでは判らない場合
は、以下のトラブルリストを参照して適切な対応策をとってください。
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主な仕様

P-touch 1500pc

問題

パソコン上に通信
エラーが表示され
る。

原因

出力先のポートがあってい
ない。

対応策

Windows® 98/Me
プリンタプロパティの「印刷先のポート」
を“PTUSB”に設定してください。*1
Macintosh
セレクタでP-touchが接続されているPT-
1500PCを選択してください。

表示

印刷

スイッチ

電源

消費電力

インターフェイス

寸法

重量

カッター

LEDランプ（緑）

熱転写方式、感熱方式

180dpi×112dots

10mm/秒

15.8mm

300mm

＜ON/OFF／テープ送り＞ボタン

ACアダプタ（9.5V 1.3A）

約12W（印刷時）

USB Ver.1.1

145(H)×66(D)×123(W) mm

約400g（テープカセットは除く）

はさみ式手動カッター

方式

ヘッド

印字速度

最大印字幅

最大印字長

*1 Windowsで2台以上の同じP-touchの機種を接続されている場合は、出力先のポートを
「PTUSB:」（Windows® 2000の場合は存在しません。）ではなく「PTUSB（PT-1500PC-
XXXXXXXXX）:」（XXXXXXXXXはシリアルナンバー）を選んでください。シリアルナンバー
は、本体底面に貼ってある銀色のシールに記載されているバーコードの上の文字列の中の下9桁
のことです。
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パソコン

CD-ROMドライブ

ハードディスク

ディスプレイ

メモリ

ブラウザ

Windows

USBポート標準装備でWindows® 98/98SE/Me/2000 Professional*1/XP*2

のいずれかがプレインストールされたPC
*1 Windows® 2000でご利用の場合、インストールにはアドミニストレーター権限が
必要です。

*2 Windows® XPでご利用の場合、インストールには「コンピュータの管理者」アカ
ウントが必要です。

*3 自作PCでの動作については保証を致しません。

Macintosh

USBポート標準装備でMac OS 8.6～Mac OS X 10.2.3がインストール

されたMacintoshシリーズ

専用ソフトインストールのためCD-ROMドライブ必要

Windows®　　：20MB以上の空き容量

Macintosh　　：30MB以上の空き容量

*　印刷によっては、一時的に100MB以上の空き容量が必要になる場合が

あります。

SVGA以上の解像度で、High Color表示が必要（True Color推奨）

Windows®　　：32MB以上

Macintosh　　：24MB以上の空き容量

Internet Explorer 4.0以上推奨：P-touch Editor Ver.3用マニュアル閲覧

に必要です。

動作環境

最新OSへの対応については、ブラザーホームページにて情報を提供しております。必要に
応じてご確認ください。

ブラザーソリューションセンター
http://solutions.brother.co.jp/


